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高島市ならではの文化振興ビジョンを！
文化振興ビジ

ョン

高島市文化振興基本計画の策定に向けて
取り組みを始めたところです。

答

　
　

商
工
観
光
部
長

答
　
　

日
本
遺
産
を
観
光
資
源
と

し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
合

わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
大
変
有

効
な
手
法
で
す
の
で
早
急
に
関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
Ｈ
Ｐ

の
充
実
を
図
り
ま
す
。　

　

日
本
遺
産
「
琵
琶
湖
と

そ
の
水
辺
の
景
観-

祈
り

と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」

　

海
津
・
西
浜
・
知
内
の

水
辺
景
観
、
針
江
・
霜
降

の
水
辺
景
観
、
大
溝
の
水

辺
景
観
。
高
島
市
内
３
つ

も
の
地
域
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。
市
の
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン

ク
し
て
は
い
か
が
か
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
や
行

事
は
、
文
化
の
ジ
ャ
ン
ル

の
１
分
野
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
決
し
て
な
い
。
地

域
の
、
こ
こ
だ
け
の
、
高

島
市
だ
け
の
伝
統
文
化
や

行
事
や
景
観
、
人
々
の
暮

ら
し
の
営
み
こ
そ
が
、
高

島
市
の
文
化
の
根
底
を
な

す
も
の
で
す
。
各
集
落
の

伝
統
行
事
や
神
社
仏
閣
の

調
査
を
さ
れ
、
そ
の
調
査

結
果
を
も
と
に
、
文
化
振

興
計
画
策
定
の
審
議
会
等

の
委
員
に
共
通
認
識
を

持
っ
て
頂
い
た
上
で
、
高

島
市
の
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
を
立
案
さ
れ
て
は
い
か

が
か
。

　

若
狭
町
の
日
本
遺
産

「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
」

か
ら
朽
木
の
鯖
街
道
を
経

由
し
、
高
島
市
内
の
日
本

遺
産
を
通
じ
て
、
さ
ら
に

京
都
ま
で
観
光
と
文
化
の

連
携
を
と
っ
て
は
ど
う

か
。

問　

問　

問　
　
　

商
工
観
光
部
長

答
　

当
市
と
小
浜
市
、
若
狭
町
は

県
域
を
超
え
て
「
鯖
街
道
ま
ち

づ
く
り
連
携
協
議
会
」
を
設
立

し
観
光
誘
客
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
本
市
が
当
協

議
会
の
事
務
局
を
担
い
、
お
互

い
の
日
本
遺
産
も
ツ
ア
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
情
報
を
加
え
活

　
　

教
育
総
務
部
長

答
　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、

高
島
市
文
化
振
興
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お

い
て
、
市
内
の
文
化
的
資
産
な

ど
の
基
礎
的
調
査
を
進
め
る
中

で
、
区
や
自
治
会
の
伝
統
行
事

等
の
把
握
に
つ
い
て
も
努
め
ま

す
。

●「
半
農
半
Ⅹ
と
い
う
生
き
方
」

に
ぴ
っ
た
り
高
島
市

そ
の
他
の
質
問

熊谷　もも 議員

用
し
ま
す
。
広
く
鯖
街
道
の
文

化
に
も
触
れ
て
頂
く
機
会
を
さ

ら
に
増
や
し
ま
す
。

白鬚神社

一般質問皆様の声を 高島市政に


